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Ⅰ. 問題と目的 

 

日本は特別支援教育において、インクルーシブ教育を中心的な教育課題として推進してお

り、文部科学省では全国的なインクルーシブ教育システム構築モデル事業を展開している（矢

野・韓, 2015）。平成 25 年、同事業の中で宮古・八重山地区をモデル地域（スクールクラス

ター）に指定した。スクールクラスターとは幼、小、中、高等学校及び特別支援学校等、特

別支援学級、通級指導教室の組み合わせのことで、これにより域内すべての子ども一人一人

の教育的ニーズに応え地域におけるインクルーシブ教育システムを構築することである。 

インクルーシブ教育システム構築モデル事業成果報告書（2016）では、八重山地区におい

て、管理職のリーダーシップを発揮した校内支援体制が構築され、特別支援教育コーディネ

ーターを中心とした情報共有が図られたことなどが成果として挙げられている。また、照喜

名・田中・森（2016）は八重山地区の小中高等学校の現状として、「教職員全体で児童生徒の

実態を把握・共有するよう努めている学校が多い」ということからインクルーシブ教育の要

素の一つである「学習環境の改善」を行っているとしている。このように、決して多くはな

いものの八重山地区におけるインクルーシブ教育に関する研究は存在するが、その多くが小

学校以降の学校教育を対象としたものであり、幼稚園におけるインクルーシブ教育の現状は

不明瞭である。特別支援教育は小学校以上の学校教育の現状を踏まえて制度化されたもので

あり、幼稚園における具体的な対策は示されてはいない（都築, 2014）。しかし、井上（2016）

は、インクルーシブ教育の理念に基づいて制度・政策の評価を行うことのできるインクルー

シブ教育評価指標（以下, IEAI）で、幼稚園の制度・政策の評価を検討し、幼稚園教育要領解

説「二章第三節環境構成と保育展開」の中『…以下に示す環境の構成の意味を踏まえて，幼
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児が自ら発達に必要な経験を積み重ねていくことができるような環境をつくり出すことが大

切である。』などから『学習環境の改善』においては法令等整備がなされていることを指摘し

ている。また、『教員の専門性向上』においては幼稚園教育要領解説「三章第二節」一般的な

留意事項によって法令等整備がなされているとしている。このように、具体的な対策が示さ

れていないにもかかわらず法令等にはインクルーシブ教育の理念が含まれていることから幼

稚園教育では自然な形でのインクルーシブ教育が行われている可能性がある。 

また、文部科学省（2014）は平成 23 年度文部科学省委託「幼児集団の形成過程と協同性

の育ちに関する研究」において、実地調査及び意識調査からの考察による幼稚園の適正規模

を「1 学級に、3 歳児でも 20 人前後、4、5 歳児は 21 人以上 30 人くらいの集団が適切だと

考えられている。」としている。また、教員が望む 1 学級の幼児数は、「3 歳児は 20 人以下、

4、5 歳児は 20 人以上、中でも 5 歳児は 25 人以上が望ましい。」としている。しかし、八重

山地区の幼稚園において適正規模を満たしている幼稚園は 24 園のうち 9 園のみである。ま

た、小規模の幼稚園の所在地は小中学校におけるへき地等級が 4 級、5 級の学校の付近であ

った。「学校は地域社会にとって長い間守り育ててきた共有財産であり、精神的支柱であり、

文化的拠点でもある（若林, 1999）ため、このまま少子化が進み幼稚園が統廃合されていくと

人口の流出、そしてさらなる少子高齢化により廃村に追い込まれる可能性が高くなる（田中・

照喜名・細川ら, 2015）。このような事態を回避するためにも八重山地区の幼稚園におけるイ

ンクルーシブ教育を推進し、存在意義を示していかなければならない。 

これらのことから、本研究では、インクルーシブ教育評価尺度（IEAT）（韓・矢野・米水, 

2015)を用いて、八重山地方の幼稚園のインクルーシブ教育システム推進状況を評価し、現状

を明らかにするとともに、八重山地方の幼稚園教育のインクルーシブ教育システム推進のた

めの今後の課題を明らかにすることを目的とした。 

 

Ⅱ．方法 
 

1. 調査対象 
2015 年 11 月 6 日に行われた沖縄県教育庁八重山教育事務所が主催する八重山地区幼稚園

教育課程研究協議会に参加した八重山地区の 幼稚園の園長（16 名）、教諭（39 名）、小学校

一年生担当教諭、教育委員会職員（10 名）を対象にした。 

 

2. 手続き 

2015 年 11 月 6 日に行われた沖縄県教育庁八重山教育事務所が主催する八重山地区幼稚園

教育課程研究協議会において、調査の趣旨を説明し、プライバシーの配慮をした上で、調査

紙を参加者全員へ配布、同日中に回収した。 

 

3. 質問項目 

1) フェイスシート 

フェイスシートでは、回答者の基本属性として性別、所属地域、施設の設置区分、施設に

おける役職、幼稚園教諭免許保有の有無、保育士資格の有無、特別支援学校教諭免許保有の

有無、通算教職経験年数（臨任等も含む）、幼稚園での通算教職経験年数、保育所での通算教

職経験年数、特別支援教育コーディネーターの通算教職経験年数についてたずねた。 
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2) IEAT 

インクルーシブ教育システム推進の現状を評価するための尺度として、韓ら（2015）によ

って開発された IEAT を使用する。IEAT は、3 領域 11 項目から構成されており、各項目の

評価は、「1. ほとんどない」「2. 少しだけ」「3. 多少は」「4. かなり」「5. 非常に」の 5 件法

で回答し、各領域内の項目点数を合計した領域点数に基づき推進状況をレベルⅠ～Ⅴの 5 段

階で評価した。 

 

3) インクルーシブ教育システム推進の今後の課題について 

インクルーシブ教育システム推進の今後の課題について、矢野ら（2015）の用いた「IEAT

の項目を参考にした、それぞれの項目を達成させるための取り組みが必要であるかについて

の質問項目」の 11 項目を使用した。評価は、「1. 取り組む必要はない」「2. 優先的に取り組

む必要はない」「3. 優先的に取り組むべきである」「4. 最優先で取り組むべきである」の 4 件

法で回答し、評定値がそのままその項目の評価となる。 

 
Ⅲ．結果 

 

1. 回収者の基本属性 

回収率は参加者 65 名に調査用紙を配布し、57 件（87.7％）となった。回答者の基本属性

として、平均年齢は 43.44±11.66 歳であり、男性が 24.6％、女性が 73.7％、無回答が 1.8％

であった。所属地域は、石垣市が 71.9％、竹富町 22.8％が、与那国町が 5.3％であった。施

設の設置区分、施設における役職、幼稚園教諭免許保有の有無、保育士資格の有無、特別支

援学校教諭免許保有の有無、通算教職経験年数（臨任等も含む）、幼稚園での通算教職経験年

数。保育所での通算教職経験年数、特別支援教育コーディネーターの通算教職経験年数につ

いては＜表 1＞の通りである。 

 

2. IEAT によるインクルーシブ教育システムの推進現状 

IEAT の領域得点の平均から算出したレベルを見ると、「権利の保障」（11.09±1.88）がレベ

ルⅢの段階、「人的・物的環境整備」（13.58±2.61）がレベルⅢの段階、「教育課程の改善」

(12.30±2.60)がレベルⅢの段階となった（レベルⅢ=60∼80%以下）。 

IEAT の項目別に平均点を見てみると、平均点の高い順に Q3 公平性の確保（3.82 点）、Q1 

学習権の保障（3.70 点）、Q6 共に学ぶ場の設定（3.50 点）となった。また、低い順に Q11 

リーダー育成（2.12 点）、Q7 多職種及び保護者との連携（3.05 点）、Q10 障害理解の促進

（3.19 点）という結果となった。 

 

3. 沖縄県におけるインクルーシブ教育システム推進のための課題の優先度 

4:「最優先で取り組むべきである」の回答が最も多い項目は、課題 8 自立性の向上（41 名：

71.9％）であった。次いで、課題 4 学習環境の改善（40 名：70.2％）、課題 3 公平性の確保

（38 名：66.7％）となった。4:「最優先で取り組むべきである」と 3:「優先的に取り組むべ

きである」を合わせたものを「優先的に取り組むべき課題」として、回答が最も多い項目は、

課題 4 学習環境の改善（57 名：100％）、課題 8 自立性の向上（57 名：100％）、課題 10 障

害理解の促進（57 名：100％）となった（図 1）。 
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表 1 回答者の基本属性（n=57） 

項目 平均±標準偏差 

年齢 43.44±11.66 歳  

性別 男性 14 名（24.6％） 

女性 42 名（73.7％） 

無回答 1 名（1.8％） 

所属地域 石垣市 41 名（71.9％） 

竹富町 13 名（22.8％） 

与那国町 3 名（5.3％） 

設置区分 公立 57 名（100％） 

私立 0 名（0％） 

役職 園長 13 名（22.8％） 

副園長 0 名（0％） 

特別支援教育コーディネーター 14 名（24.6％） 

教育職員 28 名(49.1％） 

無回答 2 名（3.5％） 

幼稚園教諭免許保有の有無 専修 0 名（0％） 

一種 8 名（14.0％） 

二種 33 名（57.9％） 

無 16 名（28.1％） 

保育士資格の有無 有 30 名（52.6％） 

無 27 名(47.4％） 

特別支援学校教諭免許保有の

有無 

専修 0 名（0％） 

一種 0 名（0％） 

二種 2 名（3.5％） 

無 55 名（96.5％） 

各種通算 

経験年数 

通算教職 17.20±12.71 年  

幼稚園 8.14±10.61 年  

保育所 1.52±3.59 年  

特別支援教育コーディネーター 1.25±2.22 年  
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図 1 課題の優先度 

 

4. 学校種別による IEAT による評価 

本研究において調査した八重山地区の幼稚園教員と荒木（2016）の先行研究による八重山

地区の小中学校教員、特別支援教育コーディネーターの各学校種の IEAT による評価結果を、

一元配置分析を用いて比較・分析した。図 2～5 までがその結果である。 

領域別にみると、幼稚園教員における「人的・物的環境整備」領域の段階、「教育課程の改

善」領域の段階が、それぞれ小中学校教員及び特別支援教育コーディネーターに比べて有意

に高いことが示された（図 2）。 

 
* p<.05, ** p<.01 

図 2 学校種別にみた IEAT の領域別平均段階 
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各領域を項目別にみると、「権利の保障」領域は図 3 の通りである。Q3 公平性の確保にお

いて、幼稚園教員が小中学校教員に比べて有意に高い結果となった。 

 

 

* p<.05, ** p<.01 

図 3 学校種別にみた IEAT の項目別平均点数（権利の保障） 

 

「人的・物的環境整備」領域は図 4 の通りである。Q4 学習環境の改善、Q5 教員の専門性

向上において、幼稚園教員が小中学校教員及び特別支援教育コーディネーターに比べて有意

に高い結果となった。また、Q6 共に学ぶ場の設定において、幼稚園教員が小中学校教員に比

べて有意に高い結果となった。 

 

 

* p<.05, ** p<.01 

図 4 学校種別にみた IEAT の項目別平均点数（人的・物的環境整備） 
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「教育課程の改善」領域については、Q8 心身の自立性向上、Q9 地域社会の参加促進

Q10 障害理解の促進において、幼稚園教員が小中学校教員及び特別支援教育コーディネ

ーターに比べて有意に高い結果となった（図 5）。 

 

 

* p<.05, ** p<.01 

図 5 学校種別にみた IEAT の項目別平均点数（教育課程の改善） 

 

 

Ⅳ．考察 
 

八重山地区の幼稚園教員と荒木（2016）の先行研究による八重山地区の小中学校教員、特

別支援教育コーディネーターの IEAT による評価結果を、一元配置分析を用いて比較・分析

した結果、次のことが明らかになった。 

「権利の保障」領域の段階においては、有意差は見られなかったものの、Q3 公平性の確保

の項目において、幼稚園教員が小中学校教員に比べ有意に高かった。井上（2016）は IEAI の

結果から「法及び法令段階，実践段階の両方において確保されていた。しかし、保育現場で

も就学前の乳幼児期から『個々の実態に応じた適切な支援』が提供されるために上位法で定

めていく必要がある。」としている。八重山教育事務所（2016）は「平成 28 年度アクション

プラン推進のための努力事項」として幼稚園教育の充実の中に「幼児一人一人の発達に応じ

た援助の工夫を図る。」ことを挙げており、特に石垣市においては「平成 28 年度石垣市の教

育」（石垣市教育委員会, 2016）の幼稚園の努力事項に「幼児一人一人の生活経験が異なるこ

とを考慮して、幼児の発達に必要な体験を意図的・計画的に取り入れるなど、個に応じたき

め細やかな指導を行う。」としている。八重山地区において、「個々の実態に応じた適切な支

援」が上位法の代わりに努力事項として明記され、教育現場まで浸透していることが分かる。 

次に「人的・物的環境整備」領域の段階においては、幼稚園教員が小中学校教員及び特別

支援教育コーディネーターに比べ有意に高かった。また、項目別では Q4 学習環境の改善、

Q5 教員の専門性向上において、幼稚園教員が小中学校教員及び特別支援教育コーディネー

ターに比べて有意に高く、Q6 共に学ぶ場の設定において、幼稚園教員が小中学校教員に比べ
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て有意に高かった。「Q4 学習環境の改善」の項目においては、井上（2016）の IEAI の結果

から「下位の法令まで細かい記載があり，他の項目よりも法令等整備がなされている。」とし

ている。また、石垣市教育委員会（2016）において「幼稚園においては、幼児が主体的に環

境とかかわって十分に活動し、充実感や満足感を味わえるような人的・物的・空間的環境構

成の充実を図ることが重要である。」としており、幼稚園教育は環境を通して教育を行うこと

を重要視しているため高い結果が出たと考えられる。また、井上（2016）の先行研究でも「『統

合保育』ではなく『インクルーシブ教育』を行うためには、保育者や特別支援学校の幼児・

高齢者との交流等の人的環境や、園内の物的環境を整え、個に応じた学習環境の改善が必要

である。」と述べているが、それらについて具体的な対策や実践事例は明記されていなかった。

また、課題の優先度において 4:「最優先で取り組むべきである」と回答した人は、課題 4 学

習環境の改善が 2 番目に多かった。項目点数、課題の優先度がともに高いことから、幼稚園

にとって学習環境の構成は重要なことであり、課題を改善する意識が高いことがうかがえる。 

「Q5 教員の専門性向上」の項目では、八重山教育事務所（2016）において「園内研修の充

実」を幼稚園の努力事項としているが、八重山の幼稚園は 1 園あたりの教員数が極端に少な

く、研修の機会が小中学校、コーディネーターに比べ少ない。特別支援教育コーディネータ

ーより高い結果となったのは、幼児期の発達特性から障害の有無の判断が難しいことや発達

の差による困難さが生じ難いこと（都築, 2014）から、専門性について教育が必要されている

と考えられる 

最後に、「教育課程の改善」領域においては、幼稚園教員が小中学校教員及び特別支援教育

コーディネーターに比べ有意に高かった。項目別では、Q8 心身の自立性向上、Q9 地域社会

の参加促進、Q10 障害理解の促進において、幼稚園教員が小中学校教員及び特別支援教育コ

ーディネーターに比べて有意に高かった。「Q8 心身の自立性向上」の項目において、 松原

（2010）は、「自立活動のねらいは特別支援学校幼稚部に在籍する幼児だけではなく、保育

所・幼稚園などに在籍する障害のある幼児に対しても必要性がある。」としている。幼稚園に

おいて自立活動と同様の教育活動を行っていることが原因で有意に高い結果になったと考え

られる。「Q9 地域社会の参加促進」の項目において、石垣市福祉部児童家庭課（2015）は「石

垣市子ども・子育て支援事業計画（素案）」の基本目標として「地域の子ども子育ての支援」

を挙げている。また、石垣市と竹富町では八重山地域の子育て支援を行う、「ファミリーサポ

ートセンター」（NPO 法人てぃんくる・やいま, 2016）が設置されている。事業内容として

は、石垣市・竹富町ファミリーサポートセンター受託運営、子どもや親のためのイベント企

画・運営、家族支援・育児相談、八重山地域・他府県在住者・観光客対象の一時預かり、そ

の他八重山地域における子育て支援に関する事業などがある。地域全体で子育てを行う意識

が高いと言える。 

 

Ⅴ．まとめ 
 

 幼稚園のインクルーシブ教育推進の現状を小中学校と IEAT を用いて比較したところ、領

域別では、「人的・物的環境整備」と「教育課程の改善」領域、項目別では 7 つの項目におい

て有意な差が見られた。これらのことから、幼稚園でのインクルーシブ教育は小中学校段階

より前から推進されていることがわかる。しかしながら、八重山の幼稚園における具体的な

対策は、八重山教育事務所（2016）の「H28 アクションプラン推進のための努力事項」と石
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垣市（2016）の「石垣市の教育」のみであった。具体的な対策をしてないが、インクルーシ

ブ教育が推進されていることから、八重山の幼稚園におけるインクルーシブ教育は自然な形

で行われており、推進しやすいことが考えられる。今後さらに八重山の幼稚園のインクルー

シブ教育を推進するためには、具体的な対策が見られなかった竹富町や与那国町などでも具

体的な対策を行い、八重山全体だけでなく市町村単位でも対策や実践を行っていく必要があ

る。 

また、荒木（2016）の研究では、幼稚園のインクルーシブ教育システム推進のために優先

度の高かった課題は「自立性の向上」、「学習環境の改善」、「公平性の確保」、「障害理解の促

進」を挙げている。八重山の幼稚園において課題を解決し、インクルーシブ教育を推進する

ことは、離島におけるインクルーシブ教育の基盤にもつながると考えられる。また、八重山

のインクルーシブ教育推進のためには、幼稚園教育と小学校の円滑な接続を前提とした、幼

稚園など早期からのインクルーシブ教育を推進するべきである。 

 

付記 
 

アンケート調査にご協力いただいた八重山地区の幼稚園の園長及び担当の諸先生方に心か

らお礼申し上げます。また、データの収集・分析を担当した琉球大学の大道瑛司さんに感謝

します。 
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ABSTRACT 

Inclusive education has become a central education policies in Japan. The purpose of 

this study was to clarify the current situation and priority issues of inclusive education 

system in early childhood education in Yaeyama Islands. For these purposes, the survey 

using the Inclusive Education Assessment Tool（IEAT）was conducted to evaluate the 

special needs education system in early childhood education of Yaeyama Islands and its 

results were analyzed through t-test.  

The result have shown that have been made to focus efforts on “Improvement of human 

and physical environment”. And “Improvement curriculum” was raised as priority issues.  

As the Issues of inclusive education system in early childhood education of Yaeyama 

Islands, the expertise of special needs education should be guaranteed, equal opportunity 

should be guaranteed. These results were suggested for efforts for early childhood 

education of inclusive education system construction. 
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